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EPA参入計画から現状までの報告

～近年、競争が激化するEPAベトナム人に特化して～

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 

【配布用資料】

外国人介護人材の受け入れ制度及び事業説明会
【EPA介護福祉士候補者受け容れ事業所による事例紹介】

主催；福岡県保健医療介護部
会場；福岡県中小企業振興センター（大ホール）
日時；令和元年8月8日（木）
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1.国際貢献・国際交流

2.マンパワー不足の懸念

3.介護の質の向上（職場の活性化・モチベーション向上）

4. 将来的な外国人育成のノウハウ構築

（人材不足に対応する一つの手段として）

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 

受け入れる主な目的
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① EPA事業に参加しようとした理由

② EPAベトナム人の競争激化をデジタル化して見てみると…（他国とも比較）

③ 現在の取り組みの紹介 ～業務・学習・生活環境～

④ スライド上映 ～面接会の様子・歓迎式・やさしい日本語研修等

EPA参入計画から現状までの報告

～近年、競争が激化するEPAベトナム人に特化して～
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EPA事業に参入しようとした理由
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福岡県
柳川市

日本の地域将来推計人口
平成３０年３月推計

国立社会保障･人口問題研究所
より抜粋

２０１５ ２０４５ 2015:2045比較

総人口 ６７，７７７ ４３，２００ －３６．３％

年少人口 ８，３４５ ４，４９６ －４６．１％

生産年齢人口 ３８，５８３ ２０，４１３ －４７．１％

老年人口 ２０，８４９ １８，２９１ －１２．３％

後期老年人口 １０，９０５ １１，４８９ ５．４％

高齢化率 ３０．８％ ４２．３％

後期高齢化率 １６．１％ ２６．６％

福岡県全体

日本の地域将来推計人口
平成３０年３月推計

国立社会保障･人口問題研究所
より抜粋

２０１５ ２０４５ 2015:2045比較

総人口 ５，１０１，５５６ ４，５５４，４８６ －１０．７％

年少人口 ６７８，０６０ ５４０，８８１ －２０．２％

生産年齢人口 ３，１０２，３２８ ２，４１２，３３１ －２２．２％

老年人口 １，３２１，１６８ １，６０１，２７４ ２１．２％

後期老年人口 ６３５，３６２ ９２１，４７１ ４５．０％

高齢化率 ２５．９％ ３５．２％

後期高齢化率 １２．５％ ２０．２％
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福岡県将来推移人口予測 5



①平成26年度の深刻な介護職員不足を繰り返さないためには、雇用
範囲を国外に拡大する必要性を身をもって感じたから。

②国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」の数値が衝
撃的だったから。

③勢いに乗って、メリットだけを考えた結果

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 

EPA事業に参入しようとした理由
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EPAベトナム人の競争激化を
デジタル化して見てみると…
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H26年度 H27年度 H30年度

候補者数 146 212 300

求人数 154 260 490

競争率 1.05 1.23 1.63
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EPAインドネシア

候補者数 求人数 競争率

H26年度 H27年度 H30年度

候補者数 147 218 300

求人数 152 253 643

競争率 1.03 1.16 2.14
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EPAフィリピン

候補者数 求人数 競争率

H26年度 H27年度 H30年度

候補者数 117 138 195

求人数 241 312 719

競争率 2.06 2.26 3.69
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EPA３カ国の介護福祉士候補者数・求人数・競争率 8



インドネシア フィリピン ベトナム

候補者数 300 300 195

求人数 490 643 719

事業所数 172 233 256

競争率 1.63 2.14 3.69
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H26年度 H30年度 R1年度

候補者数 146 300 300

求人数 154 490 1039

競争率 1.05 1.63 3.46
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候補者数 求人数 競争率

H26年度 H30年度 R1年度

候補者数 147 300 300

求人数 152 643 1074

競争率 1.03 2.14 3.58
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候補者数 求人数 競争率

H26年度 H30年度 R1年度

候補者数 117 195 199

求人数 241 719 954

競争率 2.06 3.69 4.79
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令和元年を含めたEPA候補者数・求人数・競争率 11



インドネシア人候補者 フィリピン人候補者 ベトナム人候補者

① 国内にある看護学校の修了証
書Ⅲ取得者

② 国内にある大学の看護学部卒
業者

③ 国内にある①②以外の大学ま
たは、高等教育機関から修了
証書Ⅲ以上の学位と政府より
介護士とて認定された者

① 国内にある看護学校卒業者

② 国内にある高等教育機関から
学位号を取得し、政府より介
護士として認定された者

① 国内において３年制または４年
制の看護過程の修了者

（看護短大または看護大学卒業）

 訪日前日本語研修受講後に日
本語能力試験N５程度以上に達
していること

 訪日前日本語研修受講後に日
本語能力試験N５程度以上に
達していない場合には来日し
ない可能性がある。

 訪日前日本語研修受講後に日本
語能力試験N3以上に合格してい
ること。

 インドネシア、フィリピンは、入国後6ヶ月の訪日後日本語研修
を受けるので、概ね9割がN3程度の日本語水準に到達する。

 入国後、2.5ヶ月の訪日後研修を
受講する

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 

EPA3カ国の介護福祉士候補者の要件比較 12



ベトナム

インドネシア

フィリピン

マッチング
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訪日前日本語研修

（6ヶ月）

訪日後日本語研修

（6ヶ月）

マッチング

雇用契約

訪日前日本語研修

（12ヶ月）

訪日後日本語研修
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ベトナムと他2国とのマッチングの時期の違い
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インドネシア フィリピン ベトナム 日本

2015 65.4％ 50.0％ 受験資格なし 57.9％

2016 62.6％ 41.8％ 受験資格なし 72.1％

2017 43.2％ 38.4％ 93.8％ 70.8％

2018 34.4％ 45.9％ 88.5％ 73.7％

介護福祉国家試験合格率

※ 4カ国介護福祉士国家試験合格率 ※EPA3カ国は、初初受験者対象
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① ベトナム国内における3年制または4年
制の看護課程の修了者

② 訪日前日本語研修受講後に日本語能力
試験N3以上に合格している事

③ 合同面接会の時、日本語で会話がある
程度可能！

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 

ＥＰＡベトナム人の競争率が高い理由 15



種類 金額（円） 単位 備考

求人申し込み手数料
JICWELS 30,000 受け容れ施設 求人登録に必要

あっせん手数料
JICWELS 13,400 1名あたり マッチング成功時に発生

送り出し期間手数料
（送り出し国）

38,100～48,500 １名あたり マッチング成功時に発生

日本語研修一部負担金 360,000 1名あたり
比・尼360,000（日本語研修費）
越260,000＋100,000（介護導入研修費）

滞在管理費 20,000 1名/１年あたり
※国家資格取得後は、年間10,000円

計 約60万円

※技能実習生（介護）と比較した場合、コスト面でかなり優遇されている。
※しかし、EPA候補者は勤務内での日本語学習時間が週7～8時間を確保する必要があるので、表面化してい
ないコスト（日本語学習中の代替業務・日本語教育担当者等のコスト）が発生する。

ＥＰＡ受け入れに必要な費用 16



 入職後、6ヶ月後までは人員配置基準
に入れることはできません。

 ※N2以上は対象外

 その期間内は、エルダー制度によるサ
ポート

 仕事に対する
「モチベーション」
「コミュニケーション能力」
「勤務態度等」

とても高く評価しています。

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 

現状について
～業務～
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日本語学習支援

 下写真は、日本語学習の様子

 原則、JICWELSに提出した学習プログラムに
沿って実行

 現在は、週3回7～8時間の学習時間を勤務
内に確保

当事業所の学習支援の特徴

 日本語学習は、当事業所を完全に離れ、別事業所に通学
する形、学習に集中できる環境づくりを目指している。
（左図へ自転車通学）

 学習支援責任者は、当法人理事に完全委託、介護職員が
業務に集中できる体制を、未だ模索中。

 学習支援品として、iPadの貸出、使用料等を負担。
 ※今年度は、初任者研修費及び交通費を負担。

 政府の学習支援補助金 ¥235,000を有効利用

これからの課題

 国試対策として外部講師や通学を計画する

 施設内でも日本語を教育できる体制づくりが必要。
※現体制では、4名が限界だと思われる。

 技能実習生の受け入れに対する支援を模索

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 

～学習～ 18



寮の特徴

① 玄関を出て、30秒で職場に到着

② 昼休みも、寮で過ごせます。

③ EPA特例で寮費が半額になりました。

④ 24時間体制で職員がサポートします。

 支給品～テレビ･レンジ･炊飯器･洗濯機･
ポット･布団一式･机やイス等

生活環境のアピールポイント

① 福岡にベトナム総領事館がある
② 福岡～ハノイ直行便毎日運行
③ 気候がハノイに近い

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 

～生活環境～ 19



その他の取り組み

 受け入れ事前研修（全職員対象）
 ベトナムの現状、文化や歴史について…また、ベトナム人の気質や特徴についての研修会

 やさしい日本語研修会開催
 主に防災や観光などで取り組まれている【やさしい日本語】を介護版で開催

 受け入れ実施要項の作成。
 それぞれの分野で担当者を選定し、適切な運営を行う。

 警察官による日本のルール研修会（EPA候補者対象）

 現地に出向いた時に家庭訪問を行う。

 歓迎会の開催、また法人や地域の行事に参加を促す。
 事前に納得できる説明が必要

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 

20



読売新聞朝刊掲載
【平成31年1月11日筑後版・福岡県版】
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職場全体の覚悟と理解

&入念な準備

ベトナムの面接で一番感じたこと

受け入れ獲得は争奪戦！

受け入れ側に必要な心構え

Social Welfare Corporation GAKUSEIKAI 
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